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概要 
（100～150 字程度） 

申請者が開発し、改良を続けているマウス個体・臓器透明化法

CUBICやBABBおよび新たに開発している透明化試薬を分子神経

免疫学分野に導入し、各種神経活性化モデル、自己免疫疾患モデル、

感染モデルを利用することで、組織透明化を用いた神経免疫連関機

構の解明に取り組んだ。 
研究目的 
（300 字程度） 

現代社会では過度のストレスが多くの疾患に関連していることが

示唆されているが、ストレスなどによる神経活性化が病態にもたら

す影響についての詳細な分子機構は明らかとなっていない。申請者

は最近、全身の細胞ネットワークや遺伝子の働きを 1 細胞解像度

で三次元画像として取得するためのイメージング技術および透

明化試薬を開発した。昨年度は一般共同研究によって、炎症を制

御しうる痛みやストレス刺激などによる新規の脳内神経活性化部

位を組織透明化を用いることで同定するとともに、細菌による中枢

神経系感染経路を同定するために共同で疎水性組織透明化手法の

改良を行っている。今回は、これまでの共同研究をさらに推進し、

疎水性組織透明化手法の弱点を克服する透明化試薬を新たに開発

し、神経活性化がどのように臓器機能に影響を与えるかについて全

身的に解析を進め、次の論文化を目指すことを目的とする。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

申請者が開発し、改良を続けているマウス個体・臓器透明化法や新

たに開発する透明化試薬を分子神経免疫学分野に導入し、各種神経

活性化モデル、自己免疫疾患モデル、感染モデルを利用し、組織透

明化による全身的な神経回路解明、炎症部位の同定に取り組んだ。

神経活性化については、神経が活性化したときに発現する分子

(c-Fos, Arc, Flt1, Flk1)のレポーターマウスなどを用いて観察に成

功した。 
共同研究先の分子神経免疫学分野は、局所神経活性化によって増強



される非免疫細胞による炎症誘導機構を世界に先駆けて報告して

おり、本研究計画を遂行するために、炎症機構に関する村上教授の

ご助言や研究データおよびツール、そして申請者が開発する組織透

明化法とマクロトームを組み合わせた個体全身を対象にした網羅

的解析手法の融合を図っている。また新たな透明化試薬の開発を共

同で行っており、コロナ禍のなか週に 1 度のオンラインディスカッ

ションを介して研究を進めている。 
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